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今年度の検討成果まとめ
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１．まとめ－事業内容（再整理）

幅広い概念を包含するサステナブルツーリズム（ST）の取組について、環境・社会・経済の各側面から漏れが無いよう網羅的

にフレームを整理した上で、基本計画期間中に沖縄のSTを着実かつ効率的に進展させるために、着目・注目すべきポイント

を「沖縄ならではのSTのあり方」と「ケース」として取りまとめ、次年度以降の普及啓発及び支援に繋げる。なお、本事業は

公開WSの開催などを通じ、広く関係者の参画を得て行う。またその他、目的達成に必要な各種調査を行う。

サステナブルツーリズムフレームの整理

＜ST概念の網羅的整理＞

環境 社会 経済

サステナブルツーリズムの現況把握

＜県内のSTステイタスの把握・確認＞

沖縄ならではの

サステナブルツーリズムのあり方

＜ビジョン・方針・考え方＞

沖縄版STの発信（普及啓発／シンポジウム／宣言等） 沖縄版STの推進支援（モデル・補助事業／セミナー等）

R6年度以降

沖縄ならではの
サステナブルツーリズムの事例

＜モデル・ケーススタディ＞

検討委員会

公開WS

県内アンケート調査 情報データベース整理

沖縄観光における優先順位付けと

戦略的なリソース配分

基準となる考え方・視点：

 県民への還元
 業界・事業者への還元
 観光客への還元

 緊急性・即時性
 象徴性・明快性
 地域性・固有性 など

全体／国際水準

沖縄版
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１．まとめ－事業成果

＜モデルケースの整理＞

 文献調査から約100件の県内のSTに
係る取組をデータベースとして整理。

 その中で、環境・社会・経済の各側面お
よび地域バランスに配慮した上で、特徴
的な取組約15件をヒアリングで追加情
報収集し取りまとめた。

サステナブルツーリズム（ST）の取組について、環境・社会・経済の各側面から網羅的整理をした上で、その中で沖縄のSTを

着実かつ効率的に進展させるための「沖縄ならではのSTのあり方」についての議論を重ね、その内容を提言案としてまとめた。

また、アンケート等を通じて現況（ステイタス）の把握を行った他、沖縄ならではのあり方を具現化し、現状の沖縄におけるSTを

先行しているケースとしてモデル事例を取りまとめており、次年度以降の沖縄版STの発信・推進支援に繋げている。

沖縄版STの発信（普及啓発／シンポジウム／宣言等） 沖縄版STの推進支援（モデル・補助事業／セミナー等）

R6年度以降

サステナブルツーリズムフレームの整理 サステナブルツーリズムの現況把握

全体／国際水準

検討委員会

公開WS

沖縄版

沖縄におけるサステナブルツーリズムの現状
沖縄ならではのサステナブルツーリズムのあり方

沖縄版モデルケース

＜取組状況＞

 STへの取組の必要性を感じつつ、現状では取組
が出来ていない組織が多数派。

 取組状況は組織種別により異なるが、アクティビ
ティ事業者は各種取組への参画度合が高い。

 また、全般的に取組に対する情報発信面が弱い。

＜取組に対する課題＞

 各種取組を支えるマネジメント面（特に人材面）
での課題意識が高く、地域の持続性以前の組織
の持続性が優先課題となっている。

 その他、サンゴ保全、漂着ゴミ、交通渋滞、地域
への波及効果等への課題意識が高い状況。

＜取組A：問題事象への適切な対処＞

 観光客の急増・集中等による問題事象に対して、
国内外の解決手法やツール、アドバイス・支援等を
通じて、早急・適切に対処する。

＜取組B：地域の持続性確保への観光の貢献＞

 観光と地域、自然、文化等とのより良い関係性の
構築に資する県内の取組を取り上げ、支援する。

 取組の発信による他組織への水平展開を図る。

現
状
を
先
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス

あ
り
方
を
具
現
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス

市町村、観光協会、関連事業者500カ件のアンケート
の他、文献調査・ヒアリングで取組ケースの把握、レスポン
シブル・エシカル等の用語の用いられ方調査等を実施。

国際基準、上位計画等をベースに選定基準案を示し、
沖縄ならではのSTあり方について、検討委員会および
一般公開のWSを開催して議論をおこなった。

＜考え方＞

 課題解決型と再生型の取組は分けて考える
 地域の自律性を尊重しシマの多様性を保持する
 網羅的な把握の上で戦略的に優先順位をつける
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各種調査において、サステナブルツーリズムに対する旅行者の意識は年々向上している結果が出ている。ただ、日本の旅行

者は世界の旅行者に対して比較的意識が薄いことも指摘されている。一方、世界の旅行者についても、STへの関心を示す

人でも、実際の旅行を決める際にはあまり考慮していないことも報告されている。例えば、環境配慮に関心の高い人においても、

持続可能性に基づいて移動手段や宿泊施設について旅行の決定を下した人は5人に1人未満との調査結果も出ている。
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２．外部環境の整理－市場の変化

「今後1年間において、よりサステナブルに旅行したい」 旅行者の発言と行動のギャップ

「よりサステナブルな旅行の選択肢を旅行会社に提供してほしい」

ブッキング・ドットコム 「サステナブルトラベルレポート2023」



２．外部環境の整理－観光地（海外）の対応

近年では、オーバーツーリズム的な状況に対して地域住民から厳しい視線を向けられることも多々出てきている。そうした中、

太平洋の島国・パラオの取組で知られている、観光客に地域ルールの遵守を求める「観光誓約（Pledge）」を定める事例が

欧州やハワイでも出てきている他、説明責任としてサステナブルな取組の定量的な結果・成果をレポートで報告しているケース

も見られる。また、脱炭素の流れの中で飛行機や車での移動を控えるための取組も見られつつある。
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見える化
求められる定量化・事実の表示

観光地における観光客に対する反発（バルセロナ）

拡がる「観光誓約（Pledge）」の取組（アイスランド）

定量的な成果報告を求める動き：「ST白書」（モナコ）

脱炭素：飛行機・車移動を控える動き（ウィーン）



観光庁では、「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくりを実現するため、地方公共団体やDMO等が中心となって、観光客

と地域住民の双方に配慮し、多面的かつ客観的なデータ計測と中長期的な計画に基づく総合的な観光地マネジメントを行

ための各種施策を実施している。また、国内の観光地においては、計画・体制づくりに留まる地域も未だ多いものの、京都市を

はじめ具体的な施策の展開を行う地域も出てきている。
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２．外部環境の整理－観光地（国内）の対応

京都市の取り組み

観光庁が進める「持続可能な観光地域づくり」 京都市におけるSTに関連した取組施策



GSTC基準は、STの推進とSTの国際基準を作ることを目的に、国連世界観光機関の指示の下開発された基準で、UNEP、

民間企業、NGOなど世界150以上の団体と連携した動きである。日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）も同基準

に基づいて作成された。国連の指標開発としては、指標に基づく観光地経営を行うネットワークとしてINSTOが存在する。また

これらとは別に、観光事業の持続可能性とSDGsへの貢献度を評価することができる指標集も開発されている。
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２．外部環境の整理－国際的枠組み・評価システム

GSTCおよびJSTS-Dの関係性整理 指標に基づく観光地域経営：「INSTO」

観光プロジェクトのためのSDGｓ指標ツールキット



各業種に対して、サステナブルツーリズムに繋がる取組を実施する事業者を「１割以上」高くても利用と回答する“コスト支払

者”は約2割存在している。一方で「同価格であれば優先して利用」が最も多く、事業者への要請事項は「利便性・快適性を

落とさない」ことが第一位。ただし“コスト支払者”については、利便性・快適性よりも、「取組内容」や「結果・成果」を伝えると

いったコミュニケーションに関する事項がより上位に来ている。
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３-1．内部環境の整理－沖縄訪問者の意識
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県内においては、OCVBが観光客、観光事業者、沖縄県民が主体となって取り組む持続的な観光のあり方として、「エシカ

ルトラベル オキナワ」の下に観光客の行動を変えるための情報発信を行っている他、宮古島や竹富町においても、地域として

の観光振興のあり方・姿勢を明示し、強制ではなく“共感”を得る中で観光客の行動変容を求めていくための情報発信が行

われるようになっている。
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３-1．内部環境の整理－観光地の対応（レスポンシブル／エシカル）

OCVB「エシカルトラベル オキナワ」 宮古島「サスティナブルツーリズムガイドライン」

竹富町「責任ある観光ウェブサイト」



県内では全国の中でもエコツーリズムの取組が早くから行われてきており、その結果として主に自然サイトにおいて、観光利用

と資源の保全の両立が図られてきた経緯がある。県としてフィールドの保全のための法的枠組み（保全利用協定）を有しているの

も沖縄独自のものであり、また東村や西表島をはじめ、長い期間をかけて関係者の協議・検討が行われてきたエリアにおいて

は、条例等の制定も含めた具体的な保全と利用の枠組みが用意されているケースもある。
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３-1．内部環境の整理－観光地の対応（エコツーリズム）

沖縄県「保全利用協定」 東村「公認ガイド利用推進条例」

西表島「観光管理計画」



近年、観光による地域資源やコミュニティに対するネガティブなインパクトを軽減する取組だけでなく、観光を介して現在（いま）

の状況よりも地域を良くしていく“再生型（リジェネラティブ）”の取組も様々な形で行われている。これらの取組の多くは、取組へ

の“共感”を通じて、地域への訪問者（≒観光客）が自らの意思で参加し、「訪問者 対 地域住民」の対立構造を越えて、同じ

目的の下にともに新たなコミュニティを作り上げている点が特徴的である。

10

３-1．内部環境の整理－観光地の対応（ソーシャル／参加型）

観光客が参加型で貢献する取組 ①

マナティ 「地元と観光客が融和していく仕組みづくり」

観光客が参加型で貢献する取組 ②

くるちの杜１００年プロジェクト 「１００年先の子どもたちへ」



沖縄県では、新・沖縄21世紀ビジョンに基づいた分野別計画として観光振興基本計画を定めており、その中で「世界から選

ばれる持続可能な観光地」としてSTの推進をビジョン（将来像）として掲げている。また、目標値（KGI）も社会、経済、環境

のそれぞれの視点から定めるなどSTを強く意識した内容となっている。一方、県のSDGs実施指針においても、STの推進が

「魅力的な観光産業の展開と生物多様性の両立により、世界に誇るSTの形成を実現」という形で書き込まれている。
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３-1．内部環境の整理－政策上の位置づけ

第６次沖縄県観光振興基本計画

沖縄県「第6次沖縄県観光振興基本計画」 沖縄県「SDGs実施指針」における位置づけ


